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は  じ  ダ》 に

日義村は木曽郡下でも遺跡の数 も多く、 比較的台地 (段丘地形)が発達 しているので遺跡の規

模は大 きい。中でもお玉の森遺 跡は上の原遺跡とともに本t内一の大 きさである。 この遺跡中央部

に 日義村小中学校があり、 学校建築時には、考古学的知識が行 きわたっていなかったため、知 ら

ず遺跡をこわしていた。校庭造成時には、神村透先生が中学校に勤務 しておられたので、中学生

と木曽西高校地歴部の協力で発掘調査をされている。その結果平安時代住居 l■が 7軒検出された。

また、水道工事で縄文時代住居 llLも 確認され、神村先生や 日義村教育委員会によって発掘調査が

された。縄文時代 と平安時代の遺構が数 多く検出され、木曽を代表する遺跡として知 られた。

最近遺跡を横切って国道がつけかえられたことにより、 この遺跡地にも住宅が建設されるよう

になった。 また農業の近代化は耕地の基盤整備事業 として村内でも計画、実施され当遺跡にもそ

の事業が予定 されている。一方 日義小中学校の設備充実化の一つ として、体育館の建設化が具体化

され,現校地の東 4員 1に 建設用地が求め られた。 ここは遺跡地内なので遺構の存在が予想された。

教育委員会では、 このような情勢か ら、遺跡の広が りの確認と、体育館用地内の調査を計画 し、

長野県教育委員会の指導をうけ、 国庫補助金事業 としておこなうことにした。

木曽教育会郷土館委員の先生方 と、 木曽考古学研究会会員の協力で調査団を組織し、 木曽西高

校地歴部、豊科高校郷土班、そして 日義中学校
。上松中学校 。三岳中学校の生徒諸君の参加で、

昭和52年の夏発掘調査を行なった。関係の皆様に厚 く感謝 したい。

発掘調査は雨続きで、作業が進 まず、 予定 より調査期 日を延長 して、 ようや く終了することが

できた。その結果が本文の中でも説明されているように、平安時代住居址を10軒検出できた。

一方、分布確認調査は、遺跡周辺部に試掘溝を入れて行なった。耕地の作物の関係で11月 にな

って 地主の承諾を得て20か 所 を調査 し、 その広が りを確認で きた。

今 までの調査 と今 回の調査の成果を、 当遺跡や、村内の遺跡保護のために活用 していきたいも

のと思います。

日召不日52年 3月

日義村教育長 今 井 秀 夫



例

1.本 書は日義村教育委員会が、昭和51年度国庫補助金事業 として行 なった調査報告書である。
2.本 書には神村透が調査 した校庭用地内での平安時代遺構 もあわせてのせてある。
3。 発掘調査は 日義村教育委員会が組織した発掘調査団が行なった。

4.発 掘調査については長野県教育委員会文化課樋 口昇一指導主事の指導をうけた。
5。 発掘で得 られた白姿については、岐阜県多治見市の田口昭二先生の指導をうけた。

6.作 業分担は、写真撮影を神村透 。青沼博之、遺構実測図は全員で、遺物整理 を神村、青沼、
伊深 AHn、 遺物実測を神村、遺構 と遺物の図面作成 を神村 と分担 してあたった。

7. 報告書は神村が担当した。

8.出 土遺物の うち、校庭用地内分は木曽福島町木曽教育会の木曽郷土館に、体育館用地分につ
いては日義村教育委員会に保管してある。

9。 図面関係の原図は神村が保管している。

10。 御霊の森は古地図によると在家部落にあって、当遺跡はお玉の森 となっているので遺跡名を

訂正 した。

曰
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調 査 につ い て

1。 今までの調査

日義小中学校のある平を「お玉の森」 と呼んでいる。学校のす ぐ東の道よりの畑の中に一本あ木があり

そのまわ りはわずかだが原野 となつている。そこカドお玉の森で、黄金伝説が残されており、以前里人によ

って掘 られたけれど、何 も出なかったという。 また、この場所は木曽義イ中の四天王の一人、樋 口次郎兼光

の屋敷跡 ともいわれている。古図でお玉の森 とあり、御尋の森は部落がちがい、通称を訂正する。

この一帯は遺跡地 として早 くから知 られてお り、遺物の散布 も多い。信濃史料の地名表によると、縄文

時代中期土器、石器各種、古墳時代の土師器、須恵器、歴史時代の白姿 (灰 釉陶器 )、 緑釉陶器が出土遺

物 として記録されている。峰谷隆一氏によると緑釉陶器は耳皿の完形だったというが、現存 していない。

この遺跡の考古学的調査は今までに 4回行なわれている。

第 1回の調査 昭和36年 (?)長谷川悦夫によってされている。宮越下町部落の水道工事で山麓に溝を

掘ったところ、縄文時代中期力日曽利 E期の竪穴住居址にあた り、その音F分 を少 し広げて調査 し、石囲炉と

柱穴を確認している (第 1図下 1)。

第 2回 の調査 昭和37年、神村透が行なった。宮越区の水道工事で道路に深さ 2π 程の溝を掘った。そ

のお り土器が出土し、それを家にもって帰った父親か ら生徒に、そして神村に連絡があり、早速に溝を調

べた。山よりに縄文時代中期加曽利 E期の住居 t」Lが 2軒、木曽川よりに平安時代住居址が 4軒 とV字溝が

切 られているのを確認した。耕地の都合 もあって、縄文時代の住居址を 1軒調査した。これについては報

告 してある。 この住居址はその後国道19号線のバイパスエ事で破壊された(第 1図下 2)。

第 3回 の調査 日召和39年 神村透が行なった。 日義小中学校々庭が校地北側につ くられることになった。

早速、地教委 と連絡 とるが、当時は今 日程の理解はな く、調査するなら工事前にやって くれればという言

葉だけだった。木曽西高地歴部 と連絡をとり協力を得ることにした。 また日義中学校郷土班の生徒にも参

加 してもらって調査することにした。途中、工事が早 くは じまることになり、放課後や時には授業 を自習

にして調査 したが、日数 と人手不足で約 1万腸 2の用地内の全面調査は出来なかった。5月 3日 から 6月 23

日までの20日 間の調査で、用地の東上半部に 4軒、西隅に 3軒の計 7軒の平安時代竪穴住居址と、 V宇溝

を検出した。 その後整地によって、 3号住居址の西側に 2軒、 6号住居址の北側に V字溝を確認する。

また校庭東側の切取 り斜面に 2軒の住居址を確認した (第 1図下 3)。 この調査は未報告である。

第 4回の調査 昭和47・ 49年、青沼博之が行なった。 日義村水道の貯水槽の予定地を調査 し、確認され

た縄文時代中期加曽利 E期の住居址を 1軒調査 した。この結果については報告されている (第 1図下 4)

今までの調査によって、縄文時代早 。前 。中 。後期 と平安時代の土師器 。須恵器、自姿が得 られてお り、

遺構の検出も上記の通 りである。分布を見ると、縄文時代の遺構は山よりの沢にそって並んであり、平安

時代の遺構は中央部に散在 していることがわかった。弥生時代 ・古墳時代の遺物 。遺構は発見されていな

い。中世 。近世の陶器片は量が少ないが発見されている。

Ｔ
上



2。 今 回の 調 査

国道19号線が時代の要求に従って、道路巾をより広 く、集落をはなれて東山麓につ くられて以来、食堂

ガソリンスタン ド、諸工場等が国道端に建てられるようになった。 また個人住宅ブームは新 し
い場所にと

広が り、学校のまわりにも次々と建設されている。
上方、農地の方 も農業の近代化ということで、農業基

盤整備事業が村内の各地で計画
。実施されている。このように開発は日増 しに進んできている。

日義小中学校は教育基本的条件から見ると、体育館がないという不備をもって
いる。 また社会体育の発

展もあって、規模の大 きい体育館の建設が具体化 し、校地の東側桑園に用地が確保され
た。 この用地内に

1ま遺物の散布 も多 く、先に調査した校庭に隣接 しているので、遺構の存在が予想された。
このため、長野

県教育委員会の指導をうけて、遺跡の広が りを確認する周辺分布確認調査 と、体育館用地内
の全面調査を

ぁゎせて「お玉森遺跡緊急発掘調査事業」 として、昭和51年度国庫補助をうけて、日義村教育委員会が実

施することとなった。

調査事務局  日義村教育委員会 教育長 今井秀夫 事務局 田中茂 川上清人 上羽幸子

調 査 団 団長 神村透 調査員 山下生六 伊深智 田中博 長谷川悦夫 青沼博之 福沢昭司

樋本修一 竹田泰三 村井龍彦 千村喜万男

調 査 協 力 木曽西高校地歴部 豊科高校郷土班 上松中学校考古学 クラブ 三岳中学校郷土班  日義

中学校職員及生徒

調 査 指 導 長野県教育委員会文化調指導主事  樋口昇一

岐阜県多治見市小泉小学校教諭  田口昭二

調査中の全期間、木曽西高校地歴部員の合宿、調査関係者の宿泊、調査用具の保管にう
いて、 日義小中

学校あ全面的な協力を得た。特に感謝したい。

3.調 査 の 経 過

今回の調査は当遺跡にとって前記 したように 5回 目の調査である。 1・ 2・ 4回 はいずれも山よりで縄

文時代中期住居址を各一軒調査 し、報告している。 3回 は現在の校庭のところを調査 し、 7軒の平安時代

住居址を調査 した。今回のはそれに隣接 してお り、調査の結果平安時代住居址 9軒 を検出した。 3回 のが

未報告であるので、今回のにあわせて報告 したい。

遺構確認調査 遺物の散布状態から見て、用地内に遺構の存在は当然 と考えられたが、全面的な調査を

するにつれて、作業の手順や土捨場をきめるために確認調査をすることにした。 5月 1～ 3日 の連体にそ

れを行なった。校庭の調査で住居址の一番小さいのが 3m四 方であったので、グリットを 3mに 設定 した。

中央西よりに南北に農道があり、そこに基線をとり、西イ則を I区、東側をⅡ区とし、西からABCD… …。

とする。北より南に 0123… …・と,乎んだ。 I tt Y列 、H tt A列 、C列 の 3列に、 2m四方のほ り下げを

して、地層 と遺構の存在をさぐる。その結果、北端は黒土層が浅 く、砂礫土層となって遺構がない。大 き

く北半分は黒土層が深 く、住居址と思われる黒土の落ちこみを 4か所確認し、この部分に遺構が集中する



ことを知 る。中央部は現地形でもわずかに高 くなっている。この部分は浅い耕土です ぐ砂礫土層となって

いて、遺構は存在 しない。南半 もずっと砂利層になっているため、遺構はないのか とおってい くと、南端

近 くで 3か所のおちこみを確認する(第 7図 )。 この結果、北半を全面調査することにし、中央部は土捨場

とし、南半部は住居 l■Lを確認して調査することにした。

地形測量、
・
調査に先立って、体育館予定地の地形測量を 7月 24・ 25。 27日 の 3日 間行ならた。

本調査 夏休みを予定 して 8月 1日 から10日 までを計画する。北半における住居 j」Lの確実な存在の確認

と、南半での住居址の分布をおう。南半の方が耕土も浅 く、住居数 も少ないのでこちらから調査を進める。

校庭用地で平安時代住居址を 7軒調査 しているので、住居番号 を 8号か らつけることにする。南半あら 4

軒、 8～ 11号住居址が、北半からは 6軒、12～ 17号住居址を検出して調査する。雨と排土に手間取 り予定

の10日 では終らず、 9月 まで調査が残る。 日誌を簡単に見ると、

8月 1日  Ⅱ地区東側のグリット2列 を南へ とおう。住居址を 2か所 (13・ 14号住 )を確認する。

2日  H地 区南部東側のグリットを 4列おう、住居址を確認する (8号住 )。  I地 区南端で確認さ

れている住居址 (9号住 )の プランをおう。用地内北半の表土排土をする。午後雨で中止も

七日 Ⅱ地区南端のグリットをおい、 8号住のプラン確認、10号住を確認する。 9号住のプランを

おう。北半はブル トーザで表土を排土する。午後雨で中止。

4日  8。 9。 10。 13・ 15号住のプラン確認を 5班にわかれて行なう。 8号住は小形の住居址で、

一部床面までは り下げをする。 9号住は大形の住居力Lで西佃1は 黒土層が深 くほ りこみがはっき

りしない。10号住は南壁が用地外にのびている。13号住は中形の住居址である。 15号住 も中形

の住居址である。

5日  8・ 9・ 10号住ほ床面へ とは りさげる。 13。 15号住はプランをおう。14号住を確認する。午

後雨のため作業中止。

6日  8号 住は完掘する。遺物の出土は少ない。 9号住は遺物の出土が多いざ床面へ とほ りさげる。

10号住 も床面へ とは りさげる。遺物は比較的多い。13号住 も床面へ とほ りさげる。遺物はほと

んどなし。白姿椀に「主」の墨書あり。15号住 もほ りさげる。遺物は少ない。

7日  朝方まで夜の雨が残っていたので、作業を中止した。10時 頃より晴間が見えて きたので発掘

をする3 8号住は実測、 91テ住はほ りさげ、 :起形品はないがi貴物量は多い。 10号住もほ りさげ

る。埋土内に礫が多い。カマ ドは石組が全 くなくなっている。

8日  8号 住のカマ ドの実測、 9号住を完掘、北西壁とカマ ド周辺に遺物が多い。 10号住はほ りさ

げ。11号住のプランをおう。13号住を完掘、カマ ドほとんどくずされている。 15号住 も完掘、

床面より鉄器 (鎌 。鏃)が出土する。 12・ 14号住を確認する。

9日  雨で中止

10日  時々雨の降る中を調査する。 9号住の実測、10。 13・ 15号住の完掘、13号住の実測、11号住

をほ りさげる。 埋土に礫が多い。

17日  9。 13号住のカマ ドの実測、10・ 15号住居址の実測。 13号住のカマ ド内よリフイゴの口が出

土する。14号 住をは り下げる。張 り床があり、東へ と拡張している。

25日  12号 住周辺の黒土をとりのぞく。



‐29日  10号住のカマ ドの確認、11・ 14号住をほ りさげる。 11号住はカマ ドは痕跡をわずかに残 る程

度にこわされる。 中央部には石の集積が見られ、人為によるものと思われる。 14号住の下の床

面は非常に不安定である。柱穴の途中に土師器罫が落ちこんで出土する。 12号住のプランをお

う。東隅がは り出す大形の住居址である。東南部に焼土の推積がいちじるしい。

9月 2・ 6・ 13,日  放課後を使って日義中学生の作業協力をうける。北半部の西=帯の黒土をのぞいて

住居址の有無を見る。 17号住居址を確認する。

15日  12号住をほ りさげる。東隅のは り出しはもう一軒の住居址があることがわか り、16号住 とす

る。 12号住がそれ を切ってほ りこんでいる。

19日  11・ 12・ 14・ 16号住の実 ,員J、 17号住 をほ りさげる。遺物は一個体の土師器ナ不のみである。石

組のカマ ドがよく残る。

26日   17号住の実 ,員J。

11月 24・ 25日  遺跡周辺部に、遺跡の広が りを確認するために、試掘穴をいれる。これによ り遺跡の広

が りを確認する。

遺物整理  図面作成は神村が中心となって、伊深、青沼の協力を得て行なう。

白姿についての指導 遺物のほとんどが東濃窯の ものであるので、多治見市で研究を進めている田口昭
二先生の指導を 2月 13日 にうける。



Ⅱ 遺 跡 の 立 地

遺跡の立地

お玉の森遺跡は長野県木曽郡 日義村宮越地籍に所在する。 日義村は木曽川最上流部にあつて、村の地形

を山間漢流部 。木曽川段丘部 。木曽駒高原部 とわけると、木曽川段丘部にある。木祖村から越尾の漢谷を

流れてきた木曽川は、東西両側からせ まってきている山尾根が断層崖で急に落ちこむ間を、北東から南西

に流れている。川は支流の大きい木曽山脈側に段丘 と小規模な扇状地を発達 させてt西側断層崖下を流れ

ている。その段丘巾が最 も広い所が遺跡地のあたりで、谷巾約 800mあ る。 宮越部落の南ずれにある。

木曽山脈からの支流尻平沢川は段丘上に扇状地を形成するとともに、段丘をきって東南から北西に流れ

ている。そのため段丘上は傾斜 となり、水便が悪い。遺跡は尻平沢川によってきられた段丘の南側段丘上

にある。遺跡全体が西傾斜地である。山麓で標高 900m、 段丘端で標高 870m(木曽川で標高 840m)の

標高差をもち、今回調査 したところは標高 880mあ る。 東は木曽山脈の一支山である水沢山 (2003● )の

尾根が断層崖でさえぎってお り、その尾根の間から尻平沢川が流れだしてきている。北は段丘をきりこん

で尻平沢川が流れてお り、川の北側は上の原遺跡となっている。さらに北イ員]は段丘が巾をせばめてしヽちて

山吹山にぶっつかる当 りでな くなっている。この北端に巾部落があり、八稜鏡が出土している。この当 り

に木曽義イ中の屋形があったといわれ、部落北はずれには義イ中が挙兵の時祈願 したという旗挙八幡社がある。

また、中山道の宿場宮越は上の原段丘の下、木曽川に沿ってある。西イ員]は 約10mの段丘崖で木曽川沖積地

にとおちている。この段丘崖をけずって中央西線が走 り、段丘崖下を中山道が通 じている。このあたりの

沖積地は尻平沢川によって木曽川が西山麓におされているため、村内では最 も巾広 く細長 く見られる。南

は水田となっているわずかな凹地をはさんで上村部落があ り、さらに在家 。原野部落へ と続いている。(第

1図。第一図版 )。 遺跡は日義村の段丘地帯のほぼ中央部、最 も巾広 く、沢に近 く、そして沖積地に恵まれ

た場所に位置している。遺跡の広が りは尻平沢川に沿ってのびて、一辺約 300mの 底辺を木曽川よ りにお

く正三角形にあり、山よりに縄文時代が、中央か ら木曽川よりに平安時代の集落が見られる
`イ
中ヽ学校は

その中央部に位置している。

遺跡地は河成段丘であるため、洪積世砂礫土層が厚 く推積 し、その上に御岳火山灰のローム層がのって

いる。尻平沢り||のおし出しがその上に扇状地を形成 しているため、部分的にローム層であったり、砂礫土

層であったりしている:遺跡の北半にはロニムが見られ、竪穴住居はロームをほ りこむ。南半は砂礫土を

ほ りこんで竪穴住居が見られる。 ロームの推積 している部分は上にある黒土層も礫があまりましらなく、

木曽川よりほどその厚さも厚 くなる。山麓尻平沢よりから、南半部は砂礫混り黒色土が201m前後の厚さで

推積 している。そのため畑も土よりも石の方が多く見える。
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第 2図  日義村段丘地区 の 遣跡分布
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2。 日義村 段 丘地 区 の 遣跡

木曽郡には約 380の遺 跡が知 られている。長野県下では最 も遺跡分布の少ない地域である。 この遺跡の

80%が縄文時代であるが、最近の調査では縄文時代 と同 じ位に平安時代の遺跡が確認されている。 日義村

には66遺跡が知 られていて、うち27遺跡が平安時代の ものであって、縄文時代中期についで多い。村内で

は 6遺跡を発掘調査 しているが、 3遺跡で平安時代住居址を検出している。 このように、木曽地区は平安

時代の遺跡分布が多い。 日義村の遺跡は、木曽川に沿った段丘地区と、木曽駒ケ岳西麓に広が る木曽駒高

原に多く分布 し、さらに支流の山間部にも点在する。お玉の森遺跡は段丘地区の中にあるι

段丘地区の遺跡を見ると(第 2図 )、 15遺 跡があり、13遺跡は段丘の発達する東岸に分布する:

1.小沢原遺跡 (7398)縄文時代、弥生時代、平安時代の遺物が出土し、中でも弥生時代前期の遠賀川系

土器壺片が注目される。

2.古宮平遺跡 (7401)縄文時代の遺物が採集されている。

3.芝垣外遺跡 (4419)縄文時代、平安時代の遺物がありt藤沢宗平先生によって発掘調査されている。

紐文時代後 。晩期の遺物が多く、人骨 も発見されている。

4.上垣外遺跡 (4420)縄文時代の遺物が採集されている。
15。
宮の原遺跡 (4416)縄文時代 。平安時代の遺物があり、内耳鉄鍋 と瑞花双鳥八稜鏡が注目される。

ここには木曽義仲が旗挙げした時に祈願 したという八幡社がある。

6.巾遺跡   (7402)縄 文時代 と平安時代の遺物が採集されている。

7。 経塚遺跡  (7403)縄文時代の遺物が採集されている。

8。 駅東遺跡  (7404)縄文時代の遺物が採集されている。

9。上の原遺跡 (4417)組文時代・歴史時代の遺物が出土 し、中期勝坂式土器期の住居址と平安時代の住

居址が発掘されている。

10。 お玉の森遺跡 (4418)4421の 学校附近遺跡と全 く同じであり、今回調査 した遺跡である。

11.上村遺跡  (7405)縄文時代 。歴史時代の遺物が採集 されている。.

12.心光寺遺跡 (新発見)家具工場建設工事で 白姿陶器椀と壺が出土している。

13。 長渡遺跡  (7406)縄文時代 。歴史時代の遺物が出土 してお り、白姿陶器壺の完形品がある。

14.マ ツパ リ遺跡 (4422)縄文時代 。平安時代の遺物が採集されてお り、後期後半の遺物が多い。

15。 大寺遺跡  (7408)縄文時代 。平安時代の遺物が採集されている。

木曽駒高原地帯には組文時代早期 。弥生時代後期 平安時代の遺跡が多い。ほぼ中央部にある二本木遺

跡の発掘調査では平安時代の住居 l■を検出している。



ⅡI遺 構 と 遺 物

1.遺 構 と分布

日義小中学校用地内の調査は、昭和39年の校庭用地の調査と、今回の体育館用地の調査の 2回あって、

いずれも平安時代の住居址が発見されている。昭和39年の調査が未報告であるため、あわせて報告する。

校庭用地で検出された遺構は、平安時代住居址 7軒、柱穴列 1、

V字溝 3で、体育館用地で検出した遺構は平安時代住居址10軒 であ

る。遺構で最 も多い住居址はいずれも竪穴住居址で、隅丸方形を基

本形 とし、胴が外へ張った、辺の長さが一定でない不整方向である

南北がほぼ対角線に来るように掘 りこまれているので、便宣上、第

3図のように四辺を東 。西・南 。北壁と呼ぶことにした。主軸方向

は少しずつ変化があるが、東は山に向き、西は木曽川になっていて

地形の傾斜方向と一致 している。

校庭用地は中学生に協力をえた個人的調査であるために、用地内

の遺構分布図を測量することはできなかった。概略図のように、 7

第 3図 竪穴住居址模式図

軒の住居址は、校庭の西隅に 1・ 6。 7号住居 llLの 3軒 と柱穴列が、東隅に 2～ 5号住居址の 4軒がかた

まってある。 4号住 と5号住 との間には V字溝が、 4号住の北にもう一軒の住居址が整地の時に確認して

いるが調査できなかった。 6号住の東にもV字溝の存在を確認している。校庭山よりのカッティングされ

た土手に住居 l■Lの 落ち込み を確 認 してお り、

これは、体育館用地内で調査 された住居 l■Lの

うち、15号住 に近い。 また校庭北側村道に水

道管 を埋め る溝 をほった時住居址 2と V字溝

1を 確 認 している。

A群  1・ 7・ 6号住の 3軒 をA群 とす る

(第 5図 )。 校庭の西隅にあって、この附近は

耕土が深 くて完全 な調査 |ま で きていない。

そのため まだ住居址があった可能性が強い。

1号住の Jヒ西 7π に 7号住が、 Jヒ 9π に 6号

住が、 6号住 と 7号住 とは 3.5π は なれて並

んでいた。 7号住は 6号住が火災にあったた

めに建直 された もののように思 われ る。 1号

住の南西 5π に柱穴列が あ り、 A群の北側に

は V字溝 も認め られている。
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第 4図  校庭用地内遺構分布概略図



B群 校庭の東隅に検出

された 2～ 5号住の 4軒を

いう(第 6図 )。 5号住はV

字溝で区切 られているので、

南にその一群があると思 う。

3号住が中心になっている。

2号住は 3号住の北東 5π 、

4号住は 3号住の西12.2π

のところにある。 5号住は

3号住の南13.8π にあって、

4号住 ともV字溝をはさん

で北西 9.7π の ところにあ

る。 V字溝は 5号住 と 3・

4号住の間を S字に北西に

走っている。溝 2・ 3の ど

れにつながるかは不明であ

0 
°

第 5図  A群 住居址配置図

第 6図 B群 住 居 址 配 置 図

る。これは住居址群を画するために掘られていたようにも思える。体育館用地内では注意 して調査 したが、

V字溝を検出することはできなかった。
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第 7図 体青館用地内地
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体育館用地は現校地の東にあって、ほぼ100× 40%の広さである。全面調査 を計画したが調査期間中雨

天がおお く、西南部の桑畑の部分がグリットを少ししか調査できなかった。地形や遺構分布か ら見て、11

号住 と17号住の間には遺構の存在する可能性は少ない。遺構の分布を見ると用地内中央のわずかに高い部

分をはさんで、北側と南側の 2群にわけれる(第 7図 )。

C群 用地の南部に検出された 8～ 11号住の 4軒で、 8・ 10号住、 9。 11号住のそれぞれがセットにな

っていたようで、主軸方向が近い。 8号住の西 5。 4π に10号住が 、10号住の西 9π に9号住、10号住の北西

12π に11号住が、 9号住の北東 9π に11号住がある。 これらの住居址の南 と西側に住居址が存在する可能

性は強い。

D群 用地北半に検出された12～ 17号住の 6軒で、13・ 16号住、12:14号住、15。 17号住のそれぞれがセ

ットになっていた可能性があり、13・ 16号住 と12・ 14号住 とでは、12・ 16号住の切 り合いで前者の方が古

い。一番大きな12号住を中心にして見ると、16号住は12号住に西隅を切 られている。 13号住は16号住の北

東 9π 、12号住の北西11れ に、14号住は12号住の北 1l π、13号住の北西 lπ にある。 15号住は12号住の北

西 1l π、14号住 とは19π はなれる。17号住は15号住の南西 12π にある。

C群 とD群 とでは、11号住 と12号住は40れ 、11号住 と17号住 とは26dま なオ■ている。

なお出土遺物の うち、今 まで

灰釉陶器 と呼んでいた一群の陶

器は、美濃古窯址研究会の見解

により、 白姿とよ』ゞことにする

椀の各部の名称についても同研

究会で統一 しているので、この

遺跡資料でもそれをとりたい。

り
Jミ

′
腰
部

第 8図 椀各部の名称 (田 中昭二氏の指導 )r贅日の音陶」より



2.1号 住居址

隅丸方形で、東壁

4.10m、 北壁 4。 20m

の大 きさである。 カ

マ ドの方向を主軸方

向 とす る とN45°Wと

な り、対 角線が南北

に一致す る。 住居内

の施設のあ り方か ら

見て、入 回は南壁 と

思う。その場合 の主軸

方向はN45° Eと なる。

壁は地形が西に傾斜

しているこ ともあっ

て、ローム面からは東

壁 40m、 西北壁 20m

と西に浅 い。 しか し、

煙道上部 は黒土層中

(ロ ーム面よ り 10m

高 い )につ くられて

いた。床面の状態は

余 りかた くなかった。

柱穴は 1のみである。

貯蔵穴は 2か所 に″ら

って、南隅よ りの浅

第 9図 1号 住 居 址 実 測 図

い大 きいピットは鍛治場にかかわるものである。いわゆる貯蔵穴は西壁に接 して南よりにある。 このピッ

トに接 して円形の扁平な石がおかれていた。

カマ ドは北隅にあって、このような位置と、煙道部の残っているのは、当遺跡ではこの住居址 1例であ

る。最初の住居址調査 とこの住居址の時だけ 1日 留守 したこともあって、カマ ドたき回の調査は不充分で

ある。石組粘土カマ ドでたき口部に直径 85 Cm、 深さ39Cmの円形のほりこみし、あとでそこをうめて、石芯

にして粘土で固めて両袖をつ くっている。天丼には石を使って組んでいたようで、たき口にそれ と思われ

る石がうまっている。煙道部は境界に石を横に渡 し、小礫を並べてつ くっている。この部分は黒土である

が焼けている。カマ ドたき口部 よリガラス状溶解物が 2個出土している。

鍛治場の火床 と思われる掘 りこみが南壁のほぼ中央部に見られた。 巾45Cm、 奥行 き70om、 深さ 5mに 床



第10図  1号 住 居 址 出 土 遣 物 土 器 実 測 図

面をほ りく|まめ、壁は上部で18mほ って煙道部 をつ くる。全体によく焼けている。火床部か らフイゴの口

とカナクソが出ている。接 して南側に浅い大 きな掘 りこみがあ り、ここか らは焼土と炭にましってカナ ク

ソが多く出土した。 この部分の調査時に神村が留守をして充分な観察ができなかった。

住居埋土中には礫が 多く、特に南隅に集中し、廃絶時かその後意識的に入れこんだものである。

遺物は多くな く、種類は白姿、土師器、フイゴ、カナクソ類である。 白姿は椀が 4個体分あ り、大形椀

(1)、 中形椀 (2・ 3)で、 1に は 5の皿が入っていた。 3の底部には墨書がある。皿は完形品 3個で段皿

(4)、 九皿 (5・ 6)である。土師器は不(8)と 甕(9)で 、不は高台の高い、深みのあるもので内面が黒色

研磨されている。甕は糸切底の部分で、部厚さや直径から見て、当遺跡では大形である。フイゴの自は粘

土でつ くられ、直径7.5m、 孔の径 2.5Cmの筒状で、先端部は半球状に丸味をもって終っている。その部分

に高熱によって溶けたガラス状付着物が見られる。 カナクソは溶解物を床面にすてて、それが 自然にかた

まったような状態で、裏面が半球状をしめ し、小石が付着 している。ガラス状溶解物は、フイゴの口に付

着 していたもの と同じで、小さな塊である。

ヽ

ヽ

　

　

　

　

田



3.2号 住居址

隅丸方形で、東壁3.45 cm北 壁3.50

Cmの 大 きさである。主軸方向N51W

を測る。壁は山よりが高 く、東壁41

Cm、 北壁19 Cmと なっている。床面は

中央部がかた く、カマ ドに近 く焼土

音5が見られた。 東隅か らJヒ壁にそっ

て長方形の大 きなほ りこみが見られ、

東に浅 く、西に深 くと「皆段状になっ

ている。 これが当初からのものであ

るかは不明。このため主柱穴の一つ

は確認できないが、柱穴は 4個あっ

て 1～ 3が主柱穴である。いずれ も

10以下の浅いほ りこみである。貯蔵

穴は西壁中央部に接 してあって、ほ

りこみが10Cmと 浅レヽ。 カマ ドは西壁

中央部にあって、石組粘土カマ ドあ

る。両袖に扁平な石をつんで、たき

口部には天丼石をわたしている。う

んだ石の外側を粘土でかためている。

火床はよくやけている。煙道は壁面

を少しほ りくぼめてつ くっている。

遺物は白姿、須恵器、土師器、かな

形椀 (2)、 中形椀 (3)があり、底部に

ある。須恵器は甕の肩部 と底部の破片

半部で、 2本の平行状線がついている

第‖図  2号 住居址羮測図

くそが出ている。 白姿は約10個体分あって、輪花椀 (第 12図 1)、 大

墨書のあるのも一片ある。皿は 2個体分でいずれも丸皿 (5。 6)で

がある。土師器は郊は内黒でないのが 1個体分、甕は糸切底の胴下

(7)。 カナクソは 2個 ある。
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第!2図  2号 住居址出土土器実測図
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4. 3号住居址

隅丸長方形で、東壁4.60m、 北壁5.55mの 大 ぎさである。 カマ ドが東壁にあるため、主軸方向は他の住

居址と逆にな りS41°Eと なる。壁は東に高 く(40cm)、 西に低 く(22cm)と なっている。床面は中央部がかた

くなっていた。柱穴は多く、主柱穴は 4本 (1・ 2・ 4・ 6)で 、 5は 壁面の下にほ りこんでへ中央に向
いて傾斜 していた。床中央より南によって、中10～ 20cm、 長さ 3m、 深さ 5hの 細長い溝があ り、その中
に小さな柱穴があり、間仕切 り施設の溝と思 う。貯蔵穴 (15～ 17)は 3こ あって、15は カマ ドの北側に、

16は 北隅に、18は 西隅によってある。西壁中央は周溝状の凹みがあり、床面より10cm低 くなっている。17

のように張 り出し状にもなっている。なお、西隅は埋土が砂利で、廃絶後に尻平沢のおし出 しがあったこ

とを示 している。

カマ ドは東部中央部に、

壁が少し住居内に突出して

つ くられているご石組粘土

カマ ドで、カマ ドの両壁を

石をつんだ り、立てた りし

てつ くり、その両側を粘土

でおさえている。火床は床

面をわずかにほ りくぼめそ

の中央に基部 をわずかにう

めて、角柱状の石を中央に

立てて支脚としている。煙

道は壁面を傾斜をつけてほ

っているのみである。この

カマ ド天丼は石でおおった

らしく、焼けた石がカマ ド

の周囲に30イ回出た。

第i3図 3号 住 居 址 実 測 図



西壁より中央部に焼土が見られ、中央がわずかに くぼみ、その北側に炉縁石 をは

ず した穴が見られる。

遺物は白姿、須恵器、土師器、緑釉陶器、石器、かなくそが出ている。白姿は椀

か6個体分あり、図にとれるのは中形椀 (第 14図 1～ 3)である。 3には底に「平」

あ墨書があり、また、底の中央に丸く墨をぬったのもある(4)。 皿は5個体分あっ

て、段皿 1以外は丸皿 (5)である。瓶は 5個体分あって、口縁 (9)、 胴部、底部(7

・8)と いずれも小破片である。須恵器は瓶底部片(9)がある。土師器は郊が 5個分

で、底は糸切底である。内面黒色研磨のもの (10)と 、そうでないもの (11)と が

ある。甕は 4個体あって、日端が平に面をもち、胴の内外両面に櫛状器具の横走線

のつ くもの (12)で 、胴が少し口径 より大 きい器形の もの と、器面をなで整形 した

回唇が丸味をもち、胴があまり張らないもの (13)がある。 1片の小破片であるが

須恵質のナ不に緑釉をつけた郊片が出ている。石器 (第 15図 )は ち密な片磨岩の砥石

で、仕上げ砥 と思われる。カナクソも 1個出土している。

4号住居址

わずかに角が丸味をもつ方形住居址で、東壁は

2.80m、 北壁は2.80mと /Jヽ形の住居である。 主軸

方向N65・ Wと なっている。壁は東壁に高 く(31Cm)、

西壁に低 く(25Cm｀ なっている。床は全面にかたい。

柱穴は 3こ あって、対応するところを注意 したが

なかった。東壁の入口部 と思 うところの壁が外側

へ楕円形状にほ りこんであったが、住居につ くも

のか、後のほ りこみかは不明である。

カマ ドは西壁中央にあって、石組粘土カマ ドで

ある。煙道部にも石壁をつ くっている。支脚石は

ない。

なお、埋土中の北隅、カマ ドの北側に焼石が集

中して50個近 くあった。これらの石はつみこんだ

ようにあって、下部は床面より 5 Cmう いていた。

遺物は一片も出土しない。

第 15図  3号 住居
址 出土石器実測図
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第:6図  4号 住居址実測図



6.5号 住居址

わずかに角が丸味をもつ方形で、東壁2.95m北

壁2.80mの 大 きさで、主軸方向N42°Wと なる。壁

は東に高 く(30Cm)、 西に低い (20cm)。 床面は全面

にかたい。北壁から東壁の柱穴までに周溝がある。

柱穴は 4個 (1～ 4)で 、北壁側にない。貯蔵穴

はJヒ「呂にある。

カマ ドは西壁中央にあって、方向が少し西へず

れてつ くられる。石組粘土カマ ドで、西側の奥の

石はぬきとられている。火床に支脚石が立ってい

る。 このカマ ド中に土師器甕が出土した。

遺物は白姿、土師器、石器がある。 白姿は椀・

皿の小破片と、瓶の胴下半 (第 18図 1)がある。

土師器はす不が 5個体分あって、 2は 高台がつ くも

ので、内面底部に墨書がある。 3は糸切底であっ

て、 4は 内面黒色研磨されている。甕は 6個体分

あって、 5。 6は 糸切底ロクロ整形であって 5は

ロクロひきの凹みが強 く残る。胴が中央ではる球

形である。 7は胴が上半部ではる器形で、櫛状器

具の横走線がつ く。 7は輪積み整形で、口縁がわ

ずかに外片し、胴のほとんどはらない器形で、そ

の底部 (8)と 思われるものに木の葉圧痕がある。

石器は砥石が 2個 あって、第19図 1は仕上げ砥で、

中央に刃部 をすった溝が見られる。 2は 荒砥で、

ゎずかしか使用されていない。

第!7図  5号 住居址実測図
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第19図  5号 住居址出土石器実測図
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第!8図  5号 住居址出土土器実測図



6号住居址

丸味が隅にない長方形で、東壁3.35m、 北壁4.40mの 大 きさである。主軸方向はN59°Wと なっている。

この住居址は住民の土取中、黒土の中から焼土や木炭が出土するとの通報で調査 して確認する。この部分

は耕作土・黒土が深 く、上部の黒土はとり去 られ、木炭が集中して出土していた。壁はローム面で20cmで

あるが、一部黒土残存部の観察では、黒土中か ら壁がほ りこまれていたようである。生活時に火災にあっ

たようであ り、火を消すために土をかぶせたのか、東半部にかけて焼土塊が見られ、その下に木炭が多く

あった。木炭とうまっている黒土中の柱穴 2に 近いところから、鎌と紡錘車が、東隅からは石 を割るため

のヤ、針、つ り針が、東壁よりに鉄鉢形の土師器椀、刀子が出土する。木炭は建築材で、板状のものや木

皮のついた丸太がある。床面にはワラを敷いてあったのか、床面にはワラの炭化 したのが見られた。貯蔵

穴13に 接 して米の炭化物が一握 り、12に 接 して豆状の炭化物 と7 mm程の果実の種子が出土する。壁はロー

ム面より黒土中10Cm上か らは りこまれてい

たようである。そうだとすると壁高は30Cm

となる。床面は全面にかたい。柱穴は 6個

あって、南北両壁中央に、 2対づつあるの

が主柱穴 (1～ 4)で ある。東壁に近 く

と、壁に、 2つの対になった柱穴があり |

入 口部の柱穴 とも思われる。貯蔵穴は 4個

あって、カマ ドの両側の隅にと、北壁と南

壁に接 して 1個ずつある。 カマ ド南側には

柱穴状のピッ トが見られる。

カマ ドは石組粘土カマ ドで、火床中央に

支脚石が立っている。

遺物は土師器、鉄器、炭化種子がある。

土師器は鉄鉢形椀の完形品 (第 21図 1)で

糸切底をヘラケズリして丸底にして、内面

は黒色研摩 している。 邦は 3個体で、糸切

底のもの(2)で、他に内面黒色研磨のもの

もある。皿はきれいに磨かれた高台つきの

もの (3)、 甕はロクロ製糸切底の、肩で最

大 中をもつ器形のものがある。鉄器は大形

の曲刃の鎌 (第 22図 1)、 石をわる時のクサ

ビにつか うヤ(2)、 小形の刀子 (3)、 三本

の鉄棒をねじりつけた大形の釣針 (4)、 と

一本の釣針上部 (5)、 ぬい針のわずかに上

2“

第20図  6号 住居址実測図
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第21図  6号 住居址出土土器実測図

端をか くもの (6)、 先端が引っかかるよう

にまげられた紡錘車の完形品がでている。

炭化種子は米 と/1ヽ豆ともう一つは調査中こわ

れてしまい不 明であるものが出土している。

現在、炭化種子を計測研究している仲間に

計測を依頼してある。

10CH

第22図  6号 住居址 出土鉄器実測図



7号住居址

隅丸長方形で、東壁3.80m、 北壁4.30mの 大 きさである。主軸方向はN42°Wと なる。土取中に発見され

た。壁はローム面からで20cmあ るが掘 りこみは黒土中からであったと思 う。床面は全体にかたい。

柱穴は 6本あって、西壁の 1・ 4、 東壁の 3・ 6が対になる。 1・ 4の 中には白姿 。土師器片がおちこ

んでいて、 1に は礫 も入っていた。このことは柱穴だとすると、廃絶時に柱をぬいたものと思 う。カマ ド

の南側には貯蔵穴がある。同様に大きくて浅い掘 りこみが東隅を除いて 3隅にある。あるいはこれが主柱

穴か も知れない。掘 り方がす り鉢状であるので貯蔵穴としてお く。

カマ ドは西壁中央部にあって、石組粘土カマ ドである。保存の状態がよく、天丼石が完全に残っていた。

天丼石には粘土でおおってな く、扁平な長い石をのせてある簡単な造作である。たき口部の石がずれおち

ていたので、のして見たら、甕などを置 く穴がな くて、この石の位置がはっきりしない。火床に支脚石は

なかった。

遺物 は 白姿、土

師器で ある。 白肇

は椀が 4イ団体分 あ

り、大形椀 (第 24

図 1・ 2)で ある。

皿は 2イ団体 で丸皿

(3)である。瓶 は

口縁音β片 (4)が、

甕は底部 片 (5)が

ある。土師器はネ

が 3個体分で、糸

切底内面黒色研磨

された もの (6)と 、

甕は 1イ団体 で、 月同

がほぼ中央ではる

球形の小形甕であ

る。 ロ クロ整形で、

器面は糸田か Vヽ横走

条線がつ く。 内面

には附着物が 見 ら

れる。

7号 佳 居 邊 ′実 測 図
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第24図  7号 住居址出土土器実測図

第27図  8号 住居址出土石器実測図

抒9                _

〆/

膨Qぐ

①O.09
0 ①
ぴゝ

第25図  8号 住居址実測図
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8号住居址

隅丸方形で、東壁3.65m、 北壁3.63mの 大 きさで、主軸方向はN71°Wである。砂礫土層をほ りこんでい

るため、壁や床に礫が露呈し、不安定な感をもたせる。柱穴は 4主柱で壁にほ りこむ。床面内のも主柱 と

なるのもあるだろう。貯蔵穴はカマ ド南イ員」の壁を大 きくほ りこんでつ くられ、中に大 きな礫がおちこんで

いた。床面のほぼ中央部に円形のス リ鉢状の直径 50Cm、 深さ 9 Cmの ほ りこみがあ り、その上面はかた くた

たかれていた。その周辺に石が多 く、カマ ド用の石 と思われる。

カマ ドは西壁の中央部にあって、石組粘土カマ ドである。石壁や天丼石は くずれて、カマ ド前の一帯に

ちらばっていた。火床の煙道よりに小さな円形の凹みがあり、支脚石の抜けたものである。 カマ ド中にあ

った石の中に特殊磨石があり、これが支脚石に使われていたものと思 う。

遺物は白
'姿
、須恵器、土師器、石器があるが、石器以外はいずれも小破片で器形を知るものはない。 白

姿には椀、瓶があり、椀には墨書や墨痕のあるものも (第 26図 1)あ る。須恵器は lTN・ 瓶・甕である。土

師器はネ、甕で、1不には内黒色研磨されたものや墨書されたもの (2)がある。石器はいわゆる特殊磨石

で、扁平長楕円形状の河原石を利用 し、長辺の 1側縁を使っている。 また短辺の一端を敲石に利用 したら

しく打割が見られる。当遺跡から縄文時代早期押型文土器 も出土しているので、その時代の石器を再利用

したものと考えられる。特殊磨石は12号住居址からも床面から出土していて、この時代にもあったとも考

えられる。



9号住居址

角の強い隅丸方形で、東壁5.04m、 北壁5。 80mの大 きさで、主軸方向はN44° Wである。当遺跡では大形の

住居址になる。礫 まじりの土層をほ りこんでいるが、傾斜地のため南壁の一部 と床は黒土中につ くられて

いる。壁は東隅に高 く(46Cm)、 南壁に低い (4 cm)。 床面は中央部ではとくにかた くなっている。

柱穴は18あるが、4主柱で、他は支柱 と思 う。この住居址には壁外支柱が見られる。東 。北壁外で確認し

C)一

9号 住 居 址 実 瀾 図

Ｑ
Ｉ

第28図
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第 29図  9号 住居址 出土土器実測図
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たが、南壁は黒土であったのと、壁面をほ りすぎていることもあって柱穴を確認できなかった。西壁には

なかった。南隅に長方形のほ りこみがあり、その底面には焼けた角礫が しきつめてあった。東壁イ員1の ほぼ

中央部には円形の扁平な石が壁によりかけるようにおかれていた。大 きさやありかたか ら見て貯蔵穴 とは

ちがっている。墓拡のように思われる。 この場合は竪穴とは時期を異にし、後のものとなる。

カマ ドは西壁中央部にあって、石組米占土カマ ドであるが、石組はすっか りこわされて、カマ ドとその前

面床に散在 していた。火床はよく焼けていた。床面が焼土 となっているところが 2か所あって、 1か所は

カマ ド近 くに、もう一つは東壁よりの中央部に見られた。

なお、この住居 l■がほとんどうまったころに、尻平沢の押し出しがあったらしく、砂礫土まじりの黒土

層があおっていた。

遺物はどの住居址よりもその出土が多く、全て破片で完形品はない。 白姿、須恵器、土師器、緑釉陶器

鉄器 とある。ほ とんどが自姿で、日、縁部 と底部の破片で見ると、白姿が345片 、須恵器 3片 、土師器 5片 とな

っている。 白姿は椀が多く、器形のわかるもの (第 29図 )は 住居址西半の壁際とカマ ド周辺か ら出た。

輪花椀、墨書のあるものがある。皿は丸皿が多く (第 30図 )、 輪花皿、段皿もある。墨書 もある。瓶は小破

片 (12～ 17)で ある。須恵器は不 (18)と 甕 (19)で 、土師器は不 と甕の小破片である。緑釉陶器は椀の

小破片である。鉄器は小形の長方形で、一端にお りかえしがあるので鎌 と考えられる。 2の 白姿ネは底部

をつ くって 日乾 しをしてから士不部をつけた変った整形手法をとっている。

更 ≡ く 要
ア 更

＼

第30図  9号 住居址出土土器実測図



10号住居址

隅丸不整形で、南壁は用地外にあって調査できない。北隅に張 り出し部のあること、東壁に階段状の掘

りこみのあるのが注意される。床面はかた く良好である。柱穴は多くあるが、東 。西壁の 2こ 対の四主柱

と思われる。北壁6.00m、 主軸方向N70°Wの大形の住居で、埋土内に礫が多 く入っていた。

カマ ドは西壁中央部にあって、石組や粘土はすっか りこわされて、石が床面におかれていた。

遺物の出土量は多い方で、白姿、須恵器、土師器、鉄器がある。 白会は椀が多く、皿が少ない。椀 (第

32図 1～ 8)は 大形 。中形の椀で、輪花椀や墨書のあるものもある。 3は生焼きで、やわらか く使用が困

難だったと思われる。底にカマ印か と思 うヘラ描き文がある。皿 (9～11)に は丸皿、輪花皿、段皿があ

り、墨書 も見られる。瓶は底部 (12)が大きい。鉢の破片もある。須恵器は大形の四耳壺肩部 (13)や 甕

(14)が ある。土師

器は不 と甕の破片

で、内面黒色研磨

の 1不 もある。 鉄器

は /1ヽ破 ナ午で、 15は

断面が円形 、 16は

断面が方形 を呈 し、

いずれ も鉄 ,族の中

子 と思 う。

第3!図 :0号 住 居 址 実 測 図
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12. ‖号住居址

角がわずかに丸い隅丸方形で、ア壁 5。 10m、 北壁5.50mの大 きさである。主軸方向N53°Wである。西隅

は耕作のため不明確であり、北隅はポイン トがあって調査できなかった。礫まじりの褐色土層を,ほ りこん

でいる。埋土中には頭大の角礫が入れられ、住居址廃絶時にわざとうめたようである。東壁にそったとこ

ろには赤土もともに埋めて、さらに火をたいたための焼土が見られ、それは住居外にものびていた。床面

はあまり良好でない。柱穴は東壁の 3と 西壁の 2と カマ ド前の 1の 6主柱 と思われる。貯蔵穴といってい

る大 きなほ りこみは 2か所にあって、 1つは北隅に円形プランでス リ鉢となっている。 もう 1つは南隅に

あって、不整楕円形である。

カマ ドは西壁の中央部にあるが、完全にこわされていて、長方形の掘 りこみと焼土によって、そこにカ

マ ドがあったのを知る。カマ ドをこわすことと、埋土内に礫を入れたことと関係がありそうである。焼土

部は東隅近 くにも以らる

この部分には壁がわず

かに突出している。ま

た焼土の南側には柱穴

が 3個集中してあり、

特別な遺構があったと

も考えられる。

遺物は多い方である

白姿、須恵器、土師器

緑釉陶器、かな くそが

ある。器形のわかるも

のは北壁際にあった。

第34図の 3と 5は接合

で完形品となった。 白

姿の椀は大形なのがな

く、中形が多 く、小形

のものもある(1～ 9)。

墨書のあるもの (7・ 8)

と、内面底部で朱をと

いだと思 うもの (9)も

あった。皿は 9号住居

址についで多 く、九皿

(10～ 12)稜皿 (13)、

段皿、耳皿があり、と

第33図  ‖ 号 住 居 址 実 測 図



くに耳皿の存在は注目される。 また14の 内面には黒色
の附着物があり、ウルシをぬってあつたと思われる。

瓶 (15)、 甕 (16)も あり、甕には両面にタタキ痕が
ついている。須恵器は甕片がでている。土師器は甕片が

ある。 カナ クソは 1号住居 l■のと全 く同じである。量 も 1号住居址に
ついで多い。

第34図  ‖号住居址 出土土器実測図

＼ |イ

10Cn



第35図  12016号住居址実測図



:3.:2号住居址

隅丸方形で、東壁5.35m、 北壁5。 63mの大 きさで、一番大 きい。主軸方向N47°Wである。 16号住西隅を

きって作っている、南隅の埋土は木炭 。焼土、礫があって、住居廃絶時に家の建築材をもや したようであ

る。床面は全面がかたい。柱穴は東・西壁 2個 1組のが、住居内にも同列上に 4こ あって、 8主柱である。

床中央の 1こ は掘 りこみが西へ傾斜 している。 カマ ドの両イ員」と東隅には大きくない貯蔵穴がある。

カマ ドは西壁中央部にあって、石芯粘土カマ ドで、たき口部がこわれていたが、煙道部はそのまま残っ

ていた。扁平な石をおいて粘土でおおっているのがわかる。火床には支脚石が立っていた。焼土部は東壁

よりにも見られ、これは埋土で見られた火災と関係がある。

遺物は白姿、須恵器、土師器、鉄器、石器 とある。 白姿は椀 (第 36図 1。 2)が 多いが、器形のわかる

のは 2個のみである。皿 (3)は大 きい。瓶片も 1片 ある。須恵器は不・瓶 。甕片が見られる。土師器は

不 (4～ 6)と 甕があって、不は内面黒色研磨されたもの、墨書のあるものがある。底は糸切底である。

鉄器はいずれ も破片であるが刀子 (7)と ,族かヤ リハンナの中子で (8～10)で 、大 きさか ら見てヤ リガ

ンナのものと思 う。また紡錘車の一部 とも考えられる。石器はカマ ド前の床面にあって、棒状の 1側縁を

すってお り、一端がおれている。いわゆる特殊磨石 (第 37図 )である。

第36図  12号住居址出土土器実測図
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第37図  12号住居址出土石器実測図



i4。 13号住 居 址

南壁は角が丸 く、北壁は角のある方形で、東壁4.76m、 北壁4.50mの 大きさである。主軸方向N49° Wと

なっている。南壁が耕作であれてお り、とくに西隅は不明確である。その部分をのぞいて周溝が壁をめ ぐ

っている。東壁 と床面をこわして肥桶がうめられていた。床面は全面にかた く良好である。柱穴は 4主柱
で、東壁の一つはこわされて検出できない。他は支柱である。床中央に比較的深い (21cm)柱 穴があるの

が注目される。貯蔵穴はカマ ドの西側 と、南壁の中央に壁に くいこんである。後者のは後の耕作にともな

う掘 りこみ とも考えられる。

カマ ドは西壁の中央部にある。ほとんどこわされていて、ゎずかに両袖の粘土を残し、石を使用 してい

た痕跡がないので、粘土カマ ドであったと思われる。火床には支脚石をおいたと思われる小さな凹みがあ

った。 また西袖よりに「ふいご」の羽回の部分のみがあった。

遺物は余 り多くない。 白会、須恵器、土師器、ふいご、かな くそ、石器がある。 白姿は椀の小破片で、

内面底部 と底裏に「主」の皇書のあるの (39図 1)、 皿、小瓶 (2)がある。須恵器は瓶 (3)と 甕がある。

土師器は不 (4)

片のみである。

ふいご羽 回は カ

マ ド内か ら出土

した。 直径 7 Cm、

子L雀登2.2cm`の ラk

きさで、円筒上

のふいご先端の

,容解物 だけが は

ずれてお ちた も

ので、その 4分

の 1を 欠 く(15)。

石器は砥石 (第

40[∃ )減↑、 1は

よ く使 いこまれ

てお り、縦断面

や横断面で見て

も中が 凹んでい

る。 2は 角柱状

節理 にわれた石

の一面 を使 って

いる。

i3号 住 宅 址 実 測 図第38図
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第39図  13号住居址出土土器実測図

第40図  i3号住居址出土石器実測図
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15。 i4号住 居 址

西壁は角があり、東壁は弧状をしている長方形で、東壁2.70m、 北壁5.00mの 大 きさである。主軸方向

N50°Wと なっている。床中央部にローム混 りの張 り床があって、その張 り床をとり除いたら、ほぼ13Cm下

部にローム面がある。その部分のプランや床面の状態はあまりよくないが、3.90m× 3.20mの 大 きさで、

小形の住居址の大 きさになる。 しか し、この住居址のカマ ドを確認できなかったが、位置的に上面の住居

l■のと重なる。上面の住居 l■は下部の住居址をうめ、東、北、西の三方へ と拡大されている。 この場合不

自然なのは東への拡大で、土手状に旧壁を残し、その外側を一度掘 り凹めてからまたうめている。柱穴は

8こ あるが、東の土手 と西壁にある四主柱である。貯蔵穴はカマ ド北側にある。下部のは南隅にある.北壁

中央部に階段状の段が見られる。

カマ ドは西壁中央部にあって、ほとんどこ

つか点在 しているのを見ると石組粘土カマ ド

遺物は多くないが、土師器ナ不の しめ '

る割合が大 きく、それ力れ ずヽれ も器形

のわかるものである。また第42図 1は

東土手の北 4則柱穴から、 2は カマ ド北 ,

の柱穴の中から出土し、柱穴か ら柱を

ぬいたあと、埋 まる途中におちこんだ

もの と思われる。 白姿、土師器 とあっ

て、白姿は椀 と皿で、皿は完形である。

土師器は不 と甕で、外 (2～ 6)は全

部内黒研磨で糸切底のものである。 3

～ 6の土師器は張 り床下部から出土し

て い る

わされて掘 りこみと焼土で存在をしる。この部に焼石がい く

と思 う。

一-37-

第4:図  :4号住居址実測図



:6.15号住居址

隅丸方形で、東壁3.90m、 北壁4.15mの 大きさである。主軸方向N43° Wと なる。礫 まじりの土層をほ り

こんでいる。床面は中央部がかたい。壁のほりこみは割 と深 く、東隅で50Cm、 西隅で25cmと なっている。

柱穴は 8こ あって、東 。西壁の 4本が主柱で、東壁の入口部には壁が階段状にほ りこまれ、床面には 2本

の支柱穴と、間仕切溝と思われる浅い溝が lmの長さにある。貯蔵穴はカマ ド北側にある。また南壁に接

しても方形の浅いほ りこみがあり、そこには焼土が見られた。

カマ ドは西壁の中央部にあって、粘土の両袖がのこり、石壁などの石組はこわされて、いくつかの石が

散在 している。火床には支脚石が立っていたし

遺物は白姿、須恵器、土師器、鉄器 とあるが、量的には少ない。白姿は皿、瓶 (第 44図 1)の破片で、

椀片がないのが注 目される。須恵器は杯、瓶、甕がある。土師器はパ 、甕で、ネは内面黒色研磨 (2)と

そうでないもの (3)と があり、前者が多い。甕 (4)は 回縁から底部 までの大破片で、カマ ド南袖先端

近 くにつぶれた ようにあった。 口

縁が開 き、胴上半 で張 る小形の も

ので、ロクロ整形 、糸切底 である。

内面 にはラセン状に凹線が見 られ、

外面には横 走す る櫛状器具 の条線

が全面につ く。鉄器 は北隅の貯蔵

穴近 くの床面にあって、鉄鏃 (5)

と鎌 (6)で 、いずれ も破片であ

る。

―

‖
|

第43図  i5号住居址実測図



第44図  :5号住居址出土土器実測図



!7.16号住居址

隅丸方形で、東壁3.64m、 北壁3.85mの 大 きさである。主軸方向はS50° Eと なる。住居址の西四分の一 を

12号住居 l■Lに よって30mも 深 く掘 りとられている。床面はかた く良好である。柱穴は 3こ あるが不規則で

ある。貯蔵穴は東隅 と北隅の 2か所にある。

カマ ドは東壁の中央よりやや北によってあ り、石組粘土カマ ドである。南側の粘土袖はよく残っている

が、北側にはあまりよく残っておらず、壁際には、壁よりも高い石が直立していたのが注 目される。火床

は焼けているが、支脚石はない。

出土遺物は多い方ではない。白姿、須恵器、土師器が出土している。白姿は椀 (第 45図 1・ 2)、 皿、瓶

で、椀の底裏に円形の墨痕のつ くものがある (2)。 須恵器は蓋 (3)で 、宝珠形つまみはあまり尖 らない。

そのまわ りをヘ ラでけずって整形 している。土師器は杯、小形壷、甕がある。杯 (4・ 5)は 内面黒色研

磨 され糸切底のものである。小形壺 (6)は 口縁がみ じか くおれて開き、胴中央で張る球形をしている。器

面は細かい櫛状器具で横ナデ整形している。内面は口縁部は外面 と同じ器具で横ナデし、胴音5は棒状器具

でナデおろし、黒色研磨 となっている。甕はガヽ破片である。       |

第45図  16号住居址出土土器実測図
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!8.17号 住居址

角のある方形で、東壁 3.90m、 北壁3.90mの 大 きさでぁる。主軸方向N38°Wと なる。西隅が学校建築に

よって一部切 り取 られ、さらに床面には電柱のひかえ線が うめ こまれていた。床面の状態はあま りよ くな

か った。柱穴は 3こ あるが、カマ ド北側の と床の中にあるのが主柱で、四主柱 と考 えられる。北壁 よ りの

柱穴は西か ら東へ と傾斜 してほ りこまれている。

カマ ドは西壁中央にあって、石壁粘土 カマ ドで天丼石がお ちこむが、他 の住居址に較べて保存が よい。

両壁の外側 を粘土でお さえ、たき回の天丼は石 で、煙道部 は石の上 を粘土でおおっている。 火床 には支脚

石が立づていた。

遺物 は土師器のみで、外 と甕が あ り、器形のわか るのは不 (第47図 )1こ のみである。

Lr¬_『¬_■………………1‖

第46図  !7号住居址実測図

-5cll第47図  17号住居址 出土土器実測図



19。 その他の遺構

校庭用地内の調査で、柱穴列 とV字溝が検出されている。

柱穴列、 1号住居 l■Lの南西 5mの所に一列の柱穴列 を検出している(第 5図 )。 ほぼ直列に 4こ 並び、北か

らイ 。 口 。ハ 。二とする。 イは直径 25Cm、  深さ20cm、  口はイと70Cmは なれ、 直径 24cm、 深さ20cm、 ハはロ

から90Cmは なれ、 直径 24cm、 深さ20cm、 二はハから220cmは なれ、他 とはなれ方がちが う。 直径 26cm、  深さ

20cmあ る。 この柱穴列の東西にも広げて柱穴の存在を追求するがなかった。N12電をとっている。

溝は V字溝で、校庭用地内で 3か所確認された (第 4図 )。 今回の遺跡範囲確認調査で、NQ 5点 で溝を

確認している。いずれも追跡調査はしていない。

溝 1は 3号住居 l■と 5号住居址の間にあって、 5号住居 l■によってある(第 6図 )。 S字状にまがって 4

号住居址と 5号住居址の間を通 り西へ走っているようである。東から西へ深 くなっている。

溝 2は 6号住居址の北東にあって、相当に深かった。溝 1と 通ずるか も知れないが、はなれているため

きめ られない。西へ と走っている。

溝 3は村道の水道工事溝で確認され、北東へ と走っていた。溝 1・ 2の流れから分流してきたのか も知

れない。

溝 4は試掘NQ 5地 点で検出され、北東へ と走っていて、溝 3と つながるように思われる。

L■■r――■■■口~~¬■■■卜~~~―――――――――――」f)Crl

第48図  遺構外 出土土器実測図



Ⅳ 遺跡の広が りについて

地 点の設定

お玉の森遺跡は表面採集 もよく行なわれてお り、学校の北側 と東イ員Jに遺物が分布 していることは知 られ

ていた。また工事などで遺構が検出され、その都度発掘調査され、遺跡の中心はつかんでいる。この結果

か ら、試掘地点は国道より西側におき、尻平沢にそって 1・ 3・ 4・ 5。 6を 、国道にそって 1・ 2・ 15

。16・ 17・ 18を 、段丘縁にそって 617・ 8・ 9。 10を 、学校の南 4則 に10・ 11・ 12・ 13・ 14・ 17を 、 さら

に上村部落北側の水田に牧合工事があったので、19。 20を 設定 した (第 1図 )。

耕地の耕作物の都合 もあって、一列というわけにはいかなかったが、 2m× 2mの大きさにほ りさげた。

2.  劇ヒ 層 (第49図 )

1・ 3～ 6は尻平沢にそって縁端 までをさぐった。 1は水田、耕作土の下に床土があってす ぐロームと

なっている。包含層である黒土はない。 3は耕作土・褐色土 。ロームとなっていて、褐色土層はうすい。

4は水田で耕作土そしてロームとなっている。 5は耕作土の下に黒土の厚い所があ り、そこを見ると、北

へ と走るV字溝 となった。 6は耕作土の下の黒土が厚く、褐色土 。ロームとなっていた。

2・ 15～ 18は 国道にそって、扇縁へ とさぐった。 2は耕土・黒土・褐色土
。ロームとなっている。15は

水田で耕作土の下に床上があって、その下にじぎょうで埋めた黒土があり、そして黒土
。ローム となって

いた。16は耕作土・うすい褐色土層でローム となっている。 17も 同じで、褐色土には砂がまじっている。

18は扇縁につづ く凹地で、耕作土・黒土・砂利層・褐色土・黒土
。砂利まじり褐色土 となって、変化がは

げしい。

10～ 14。 17は扇縁を東西にさぐった。 17は 耕作土、うすい褐色土
。ロームとなっている。14は耕作土、

黒色土・褐色土 となっている。13も 14と 同様である。12は 耕作土で黒土
。ロームとなるが、黒土は厚い。

褐色土はない。11は耕作土 。褐色土・ロームとなる。10も 11と 同様である。

6～ 10は 台地縁端 を北から南へ さぐった。 6は耕作土 。厚い黒土 ,う すい褐色土 。ローム となる。 7は

耕作土・黒土・褐色土 。ロームとなる。 8は耕作土
。褐色土 。ロームで、 9。 10も 同様である。

2.遺 跡 の広 が り

包含層である黒土を見ると、 2・ 5～ 7・ 12-15と あって、地形から見ると扇状地の扇頂から尻平沢に

そって台地縁端までと、小 。中学校の西側 と東側にあって、第 1図の①・ 6・ 12を 結ぶ三角形が遺跡の範

囲である。今 までの調査から扇頂部に縄文時代の集落があり、早期押型文土器、中期勝坂式
。加曽利 E式

土器、後期堀之内式土器が検出される。中央から扇端は平安時代の集落 となっている。
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V 調査の結果から

:.住 居 址 か ら

昭和39年、校庭用地内の調査をした時、当時 としては木曽谷では最高の検出数であ り、県的に見ても平

出遺跡につ ぐ数であった。そのため随分 と意気ごんで資料を集め、原稿 も何回かかいたりしたものでした。

しか し完成しないまま今になっている。再度調査 して資料 もふえて くると、かえって取 り組むのがこわ く

なって くる。調査を終えて、資料を見ていると、あれこれ と考えられるが、いざ筆 となると進まない。十

分な検討ではないが、お玉の森遺跡の調査か ら考えたことをふれて見たい。

住居の廃絶 17軒 の住居址 を調査 して、この住居の廃絶が自然埋没ではないように思った。

1号住居址  カマ ドが くずされ、住居内には礫がうまっていた。
2号住居址  カマ ドは石組が くずれておちこんでいた。煙道部の石は取 りはずされている。
3号住居址  カマ ドの天丼石は くずれ、床面中央部まで広がっていた。
4号住居址  カマ ドの天丼石ははずされ、住居内に礫が多かった。
5号住居址  カマ ドの天丼石ははずされ、住居内床面に散在 していた。
6号住居址  カマ ド天丼石ははずされてなかった。住居は火事で焼けてお り、建築材が炭化 してあった。

この焼けた上面に焼土塊があ り、火災を消すために土をかぶせたように思われる。

7号住居址  カマ ドのたき口が土圧で くずれていただけで、カマ ドの石組は17号住居址とともに保存が
よかった。住居内には人頭大以上の礫がいくつ も入っていた。またカマ ド北イ員1の柱穴には礫

が入 りこみ、これは柱をぬいた後、おちこんだものである。

8号住居址  カマ ドは両壁の石 を残すのみで、天丼石ははずされ、床面中央部にかけて散在 していた。
9号住居址  カマ ドは くずれて、たき口部床面に集積 していた。また、白姿は当遺跡では最 も多く出土

したが、すべて破損品で、中にはわざとこわしたものもあって、この住居址が集落のゴミ捨

場であったとも考えられる。

10号住居址  カマ ドは完全にこわし、わずかに火床部が焼けていてヵマ ドの位置がわかる。カマ ドに使
用 した石は床面に集積 してあった。また床面には全体に礫が多かった。

11号住居址  カマ ドは10号住居 l■L以上にこわしていて、カマ ドの堀 りこみ と焼土でその場所を知 る。住
居内には礫がつ めこまれてお り、東壁よりではその礫上面から壁外にかけて焼土が見 られ、

埋めた後火をたいたものと思 う。

12号住居址  カマ ドはたき回の部分がこわされていた。住居南隅には建築材を集めて焼いたのか、床面
から壁土面までの厚 さに焼土や木炭が見 られた。

13号住居址  カマ ドはわずかに粘土が残るのみにこわされ、石 もほとんど残っていない。
14号作居址  カマ ドはほとんどこわされて、わずかに両袖部が残 り、石組の石 もいくつか床面に散在 し
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ていた。柱穴内の途中から土師器ネ と白姿皿をだした柱穴が 2こ あった。柱をぬいたあとお

ちこんだのか、供儀のためかは不明である。

15号住居 l■L カマ ドの石はほとんどとりはず‐して、い くつかの石が残っていた。

16号住居址  12号住居址に切 りとられる。カマ ドは天丼石ははずされて両壁の石が残る。

17号住居址  カマ ドの天丼石は土圧でつぶれおちていたが、保存はよい。

このあ り方 をカマ ドの残存状況から見ると

A カマ ドの保存がよいもの。 2・ 7・ 17号住居 l■。

B カマ ドの石は くずされ、両壁
`り

石だけが残るもの。 3・ 5・ 6・ 8・ 9。 15。 16号住居址。

B′ Bで あるが、住居内に礫 を集めているもの。 1・ 4・ 12号住居址。

C カマ ドを完全にこわし、わずかに火床の痕跡が残るもの。 13・ 14号住居址。

C′ Cで 、住居内に礫 を集めているもの。 10・ 11号住居址。

と、大 きく3分類できる。 B Cの 中に火をつけてもや したと考えられるもの、 6・ 11・ 12号住居址が

あり、A以外は残存の状況が異常であり、人為 を感 じさせ る。集落は全てが同時期ではないが、廃絶時に

わざとこわしているといえる。後に継続する住居址がないということは、この集落は何 らかの理由があっ

て廃絶 し、移住 したものである。

住居群 調査 した用地内で17軒 の住居

址 を検出した。これ以外にも住居が存在

したことは校庭の地ならし、水道工事で

検出していることから知 る。表採か ら見

ても集落が広がっていることを知 る。

住居址の分布 を見ると、集中してある

のではな く、いくつかの住居址で群 をつ

くり、間をおいて散在 していることがわ

かる。大 きくA～ Dの 四群にわけれる。

今回の調査で、12号住居 l■Lが 16号住居址

を切 っていること、13・ 14号住居址が近

接 してあり、14号住居址は拡大建替をし

ていることか ら、D群では 2時期あるこ

とがわかった。他ではそのような例はな

かったが、 C群では主軸がちが うグルー

プかあるので、群が細分されるのか、建

替をしているのかどちらか と思 う。

住居址の大 きさを東壁 と北壁の長さの

相関図にして、それに主軸方向を入れた

のが第50図である。これを見ると面積的

第50図 住居址の大きさと主軸方向 (上が北 )
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に見ると大 。中 。/Jヽの三群にわけれる。大は 3・ 9。 11・ 12号住居址で、10・ 13号住居址 もこちらに近い。

住居址群で見ると、A群になく、Bl、  C3、 D2と なる。中は 1・ 2・ 6・ 7・ 8・ 14・ 14′ 。15・ 16・ 17号

住居址が入り最 も多い。各群に見 られる。小は 4・ 5号住居址 2軒で、今回の調査ではこの大 きさのもの

が検出されなかった。

これらの住居址を各群別に見ると (第 51図 )

A群  1・ 6・ 7号住居址 とも中に入るもので、大がない。 6号住居址の主軸がわずかに東にふれてい

る。 7号住居址の並び方か ら見て、同一群 と考えられる。 6号住居址が火災にあい、 7号住居址のカマ ド

の保存がよいことから、あるいは 6号住居の人が 7号住居 を建設したものか も知れない。大がないという

ことは、調査が充分にできなかった周辺に存在したとも考えられる。

B群  3号 住居址が大で、 2号住居址が中、 4号住居址が小である。 5号住居址 も小で、主軸方向が、
2・ 3号住居址 と近いが、 3・ 4号住居址 との間にV字溝があって、群 としては区別されるのではないか

と思 う。この B群 とC群 との間の校庭カッティング斜面に住居址が確認されているので、それ と結びつ く

可能性が強 Vヽ 。

C群  9。 10・ 11号住居址の 3軒が大で、 8号住居址が中である。 8・ 10号住居址の主軸方向が一致し

隣接しているので、同一群 となる。 9。 11号住居址は主軸方向がわずかにずれており、群を異にするもの

と思う。いずれも西側に中 。小の住居址があったものと思う。

D群  12～ 17号住居址の 6軒あって、12～ 16号が近接しあっている。先にもふれたがこの群は 2時期に

なって、13・ 14′ (下部 )、 16号 住居址の 3軒が古いのではないかと考えるもこの場合、13号住居址が大で

14′。16号住居址が中である。12・ 14・ 15号住居址が新しい群で、12号住居址が大で、14・ 15号住居址が中

である。17号住居址は中であり、石組カマ ドの保存もよかった。12号住居址の群 と主軸方向がほぼ一致す

るが、距離的に離れすぎるように思う。B群 との関係も考えられるので、一応別群 と思われる。

当遺跡の住居址の大きさと分布から見ると、A群は 1つの群でよく、B群は溝によって二つの群に、C

群は大形住居址を中心に二つの群に、D群では時期を異にする二つの群 ともう一つの群が考えられ、計九

群が最大限に考えられ、時間差を考えると、同一時期の群はもっと少ないものと思う。一つの群は大 。中

それに小の住居が集まって構成されていたようである。この 2～ 3軒の住居の群が当時の家族構成を示し、

その家族がいくつか散在して集落を構成していたものと思う。

出土遺物 か ら

17軒 の住居址か ら出土 した遺物は第 2・表の とお りで、土器類、鉄器、その他にわけれる。その絶対量は

多くなく、完形品が少ないのが注意される。

住居別の出土 各住居址からの出土種類・量は第 2表のとお りである。 4号住居址か らは全 く遺物が出
土 していない。他は数や種のちがいがあるが出土 している。遺物の中では土器類が圧Fll的に多く、中でも

白姿のしめる割合が大 きい。土師器、須恵器、緑釉陶器の順 となっている。白姿は量的に多いが、 6号住

居 l■Lか らは小破片が、17号住居址からは全 く出土 していない。 5。 14・ 15号住居址 も量的には少ない。量
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的に多いのは 3・ 9。 10。 11・ 12号住居址で、いずれも大形の住居址である。土師器は全 く遺物のなかっ

た 4号住居址以外からは全ての住居址か ら出土 している。メが多く、ついで甕 となり、皿は 6号住居址か

ら 1こ 出土 し、この住居址では鉄鉢形椀 も 1こ 出土している。緑釉陶器はわずかに 3片の小破片が出土 し

ている。 3・ 9。 11号住居址である。これら大形住居址は緑釉陶器以外にも白姿の輪花椀
・墨書椀・輪花

皿・段皿・稜皿・耳皿 。墨書皿 も出土していて、中
。小形の住居址 とは遺物面でも異なっていて、群の核

的な存在度 を強めている。須恵器は量的にも少な く、校庭用地内では 2・ 3号住居址 しか出土せず、体育

館用地では 8～ 13、 15・ 16号住居址 と、多くの住居址から出土し、群によ
・って所有がちがっていたのだろ

うか と思 う。器種は水甕が多く、壺・メ となり、 1例だが蓋が出土 している。遺物の中では最 も多い土器

類であるが、出土時に完形品だったのは、白姿で椀 1(1住 )、 皿 6(1・ 3・ 10・ 14住 )、 土師器で椀 1

(6住 )の 8個体 しか な く、非常に少ない。このことは住居址の廃絶でもふれたように、当遺跡では建物

をこわしてから移住してお り、そのお り、完形品は搬出したものと思 う。不要品は 9号住居址で特に目に

ついたが、こわしてすてていったのだと思 う。土器類については改めて検討 した
い。

鉄器  出土 したのは 6・ 9。 10。 12・ 15号住居址の 5軒 と少なく、 6号住居址が量的に多く、種類 も多

く、そして完形品である。これは火災にあったことと関係 し、生活時に火災がおきたことを示す も
の と考

える。他はいずれも破片である。種類を見ると、狩湧具に鏃 (15住 )と 釣針 (6住 )がある。
'族

はカリマ

タの刃部で、武具である可能性が強い。釣針は 2例あって、完形品のそれは針金状のを 3本合わせてつ く

っている大 きなもので、大形の魚 (ウ ナギ・マス類 )を 木曽川でとったものと思 う。農具は鎌は 6・ 9。

15号住居址 とあって、鉄器の種別では多い。それだけ 日常性があつたものと思 う。 6住のが大形で完形品

である。 9。 10住のは小形で、 9住のは手鎌 とも考えられる。 6号住居址の炭化種子 (米、小豆 )と 結び

ついて、木曽川沿いの沖積地における水田と、遺跡のある河岸段丘上の畑 とが農耕の姿 として考えられる。

利器 として刀子 (6・ 12住 )がある。木工具や 日常の必要に応 じて使っていたものと思 う。 10・ 12号住居

址か ら出土 しているなかご片には、鏃・ヤ リカンナ・紡錘車 と考えられるが、木工具 としてのヤ リカ
ンナ

の存在を考えたい。日常具 として、紡錘車 (6住 )と 針 (6住 )がある。紡錘車はおれているが完形品で

先端部が糸を引っかけるようにわずかにまがっている。針は頭部の孔の部分がおれて
いる。糸をつむぎ、

ぬい物をしていたことがわかる。紡錘車をつかつてつむ ぐ材料はなんだったのだろうか。特殊なものとし

てヤ (剪 )(6住 )がある。これは石工lが石 を割るときに使 うもので、当然これ とともに鉄槌 とノミがな

くてはならない。石を害1っ てカロエ したことを示すのだが、その石 をどこで、何のために使用 したのだろう

か、水田地帯の川や用水路に使ったのだろうか。

その他の遣物 ここにはふを そを、熔解物、ふムき、砥石が入る。これらの中で前三者が関係 しあうも

ので注意される。かなくそは 1・ 2・ 3・ 11・ 13号住居址で検出され、 1号住居址が とくに多 く、22個あ

り、11号住居址で 4個、他は 1個ずつである。 1号住居址ではかな くそが住居址中に集中して出土 し、そ

の近 くに火床 とふいごが出土し、そこがか じ場であったと思われる。11号住居址でも火床が見 られる。こ

れらのかなくそを見ると、断面が浅い半球状をしていて、表面はとけた鉄が自然に固まった状況をしめ し

球面には石が附着 している。これか ら考えるとカジ場での鉄 くずではな く、鉄 をとか した時に出来たもの

で、これがこの地で作 られたのでな く、鉄 をつ くりだしたところから持ち運ばれてきたもの と思 う。そう

だとすると、これが鉄器への原材料になったのだろうか。最近、かなくその研究が進んでいるので、専門



研究者に分析 してもらえたらなと思 う。13号住居址ではカマ ド内からフイゴの先端部が出土 している。カ

マ ドを利用 していたのだろうか。砥石には使用の激しいものと、ほとんど使用していないもの とがあり、

右質によって、日の細かい仕上げ砥、日の荒い荒砥がある。鉄器をといだものである。また 2例だけ特殊

磨石が出土 していて、 8号住居址ではカマ ド内、12号住居址では床面からあった。縄文時代の ものを転用

したものと考えるが、木の実 (栃など)を敲 くのにも使用 した可能性 もある。 6号住居址からは米 と小豆

の炭化種子が出土している。農耕―一水田と畑作の存在を実証するものである。

白塾・須恵器・土師器 住居址によってその量に違いがあるが、当遺跡の土器類では圧倒的に白姿が多

いのが注意された。かって、中央道関係で下伊那地方で調査 した同時代の住居址 とちが うので、地域や道

筋によって違いがあるのだろうか と、手元にす ぐ見れる報告書で調べて見た。長野県下の白姿は一部に猿

投窯や美濃須恵窯が入っているが、大半が東濃窯である。それらは東山道 と吉蘇路を通って入ってきてい

る (第 53図 )。 東 山道は中津川市から神坂峠をこえて飯田・下伊那地方にお りて、天竜川を北上 して上伊

那、そして諏訪に入 り、さらに峠をこえて佐久、そして北関東へのびている。諏訪か ら東へわかれて、八

ヶ岳の南麓 を通って山梨にもいっている。吉蘇路は中津川市で東山道 とわかれて、木曽川に沿って北上 し

松本平に出て北信 。東信へ とのびている。東山道にそって見ると、中津川市 と山口村の 2遺跡では自姿の

しめる割合が多 く、特に平遺跡では須恵器はな く、土師器がわずかにあるだけである。下伊那に入ると、

神坂峠をこえた杉の木平遺跡では、白姿の出土量は大変なものであった。そこで調査された住居址では自

姿の量が多いけど、土師器の割合 も多く、峠の西 と東の違いをはっきりさせている。量比は遺跡によって

また住居址によっても違いがある。ここでは白姿 も含めて10個体以上器形のわかる住居址例 をとりあげた。

それでも遺跡差が見 られる。しか し、一つの群 として見ると共通性 もある。下伊那地方を見ると、中津川

や木曽地方に較べると土師器の割合が大きい。しかし、諏訪・八ヶ岳 ,中・北信に較べ ると少ない。反面

必ずしも白姿が多いとはいえない。他地域に くらべて平均 して多いのは須恵器である。産地追求がされて

いないが、飯田市竜丘地区の窯址群 と関係があるのだろうか。上伊那地区を見ると、下伊那よ りも遠いの

に自姿のしめる割合が大きく、土師器の割合は少ない。檜崎彰一先生が見られた自姿の産地別割合でも、

長野県は東濃窯がほ どん どなのに、上伊那地区には猿投窯が比較的多 くあって注意されている。特別な

地域の要求 と高まりがあったことを、この図でも示 している。諏訪地区に入ると、土師器のしめる割合が

大きくなり、白姿は少ない。八ヶ岳山麓でも同様なことがいえるが、この地区では須恵器のしめる割合が

少ないが、ない住居址 もある。傾向としては、北上するにつれて白姿のしめる割合が少な くなり、土師器の

しめる割合が大 きくなっている。吉蘇路で見ると、お玉の森遺跡では断然白姿が多 く、中津川市平遺跡 と

同じである。土師器、須恵器は長野県のどの地域よりも少ない。中・北信へ入ると、白姿は少な く、土師

器の割合が大きく、長野県の各地域 と同じである。こうして見ると、お玉の森遺跡の傾向は、長野県の各

地域 とはちがい、中津川市の平遺跡 と同じである。これは、この時期木曽が美濃国に入っていたことと、

より多治見市・中津川市を中心 とする東濃窯に近かったことが理由であると思 う。もう一つ考 えると、白

姿を購入できる経済的背景 もあると思 う。

白姿は檜崎先生の研究によって知 られ、それは「奈良末から平安時代にかけて、愛知県の猿投窯を中心

に、東海地方一円において焼かれた高火度灰釉姿器のことである」 と説明され、 8Cか ら12C後半にかけ

て生産されたもので、その時期 も六時期に細分されている (第 3表 )。 大きく、 前期 。後期にわけて、前
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期は鳴海 23号窯期 、折戸 10号窯期 、黒笹 78号窯

期が入 る。 この頃は須恵器 を主体 に して、仏器

と椀の白姿が焼かれていて、白姿は中央を対称

としていた。後期には生産地 も増加 し、白姿の

椀・皿が主体 となって、青姿 も生産 されるよう

になる。黒笹 14号窯期、黒笹90号窯期、折戸53

号窯期がこの時期に入る。窯数は特に東濃地方

に多 くな り、その需要は東山道を通 じて東 日本

にあったといわれている。これは1l Cの ことで、

12Cに なると白姿系陶器へ と変化 してい く。第

3表 で見てもわかるように折戸53号窯期になる

必 猿 投 尾1ヒ 東濃 美濃須恵

鳴海23号窯期

折戸10号窯期

黒笹78号窯期

黒笹14号窯期

黒笹90号窯期

折戸53号窯期

1

14

13

35

11 125

1

1

1

8C後半

9C前。中

9C後～10C前

10C後半

1l C前半

1l C後半

躾 名種器

椀

皿

鉢

瓶

壺

甕

蓋

硯

その他

大椀・中椀 。小椀・輪花椀 。稜椀

丸皿 。段皿・稜皿・耳皿・輪花皿・托

大平鉢・片口鉢 。稜鉢 。鉄鉢皿鉢・深椀型鉢

広口瓶・長頚瓶 。水瓶 。水注 。小瓶・把手付瓶 。花瓶

四耳壺・短頸壺 。片口壺

丸底の甕 。把手付甕

薬壺の蓋・香炉の蓋・椀の蓋

風字硯 。円面硯

火合 。陶沈 。陶鈴・碑  堰

(ゴチはお玉の森遺跡出土器種 )

第 4表 東 濃 窯 白 姿 器 種
(由 口昭二  白姿 と自柔系陶器 )

と、東濃地方に爆発的に白姿窯があらわれる。     第 3表 白盗産地別、時期別窯数

これ もさらに見てい くと、この地 で研究 してい
(檜崎彰一、美濃古陶のながれ )

る田口昭二先生の研究では、 1多治見

北部古窯跡群、 2多治見南部古窯跡群、

3土岐北部古窯跡群、 4土岐南部古窯

跡群、 5瑞浪地区古窯跡群、 6恵那古

窯跡群、 7中津川古窯跡群の 7か所が

あるという。それらの古窯跡群で焼か

れた白姿の器種は第 4表の通 りである。

この表の中でゴチで示 している器種が

お玉の森遺跡で出土 しているものであ

る。椀・皿はほとんどの器種があり、

あとわずかに鉢、瓶、甕があって、鉢

以下の大形品や特殊なものはない。こ

のことは東濃窯が東山道を通 して、東

日本に製品をお くり出すために出来た

といわれるが、それはあ くまでも器種

がかぎられていて、大量生産の出来る

椀 。皿 と必要度のある瓶だけで 、上物は中央へ と送 りだされていたものと思 う。そうしたことを現わす も

のとして、欠損品 (ひ割れ、接合品、孔あき、重ね焼き痕のあるもの、ひどいのは不完全燃焼品もある )

があることで、そのようなものまで売れたという事実は、東 日本の人々にとって、白姿は貴重品であり、

要求度 も高かったものと思 う。だか ら中央へは売れないものでも、形さえ整っていれば売れたもの と思 う。

また、購入した方 も、貴重であったために大事に使用 したらしく、内面底部 と高台端に使用ずれの痕跡が

いちじるしい。長野県で、白姿、須恵器、土師器の割合は先に見たが、器形量はどうなっているかを見た

のが第54図である。見やす く●、◎、○ と表現 したが、 5と 6と いぅ数量差は特に意味があらてつけたも
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のではない。各地域を通 して見ると、白嚢は

椀がどの遺跡にも、数量的にも多く、ついで

皿がある。このことは日常食器 としての需要

が強かったことを示す。 数量自勺には少ないが

長頸瓶の存在は液体容器 としての機能の必要

があり、最低必要貴重品として、家に 1個は

あったものと思 う。須恵器は全体的に少ない

がその中で、メが数量的に多く、日常食器で

あったため と思 う。甕が壺 より多いのは、水

甕 としての必要性 と思 う。土師器では不 と甕

が断然多 く、どこにもある。ナ不は日常食器で

ある必要 1生、より安かったということもある

と思 う。甕は煮沸用具 としての必要性から、

必ずなくてはならないものである。これらの

あり方を地域的に見ると、下伊那では他地域

に くらべ ると、白姿では皿がより多くの遺跡

で見られることと、須恵器の甕がない。上伊

那では白姿の椀 と土師器の杯の量が多く、白

姿の瓶がほとんどな く、かわりに須恵器甕が

ある。諏訪では白姿の量はへっているが、椀

が中でも多くの遺跡に見られる。土師器が と

くに杯に量が多い。同様なことは八ヶ岳や、

中北信地方でもいえる。ほしいが手にとどか

なかったため と思 う。こうした長野県各地の

状況 とお玉の森遺跡をくらべ ると、お玉の森

遺跡では、白姿の器形は全部 とも量的に多い。

須恵器ではネ より甕の方が多いのも、水甕 と

いう用途から当然 と思 う。土師器は甕はどの

住居にも見られたが、ナ不は必ず しもそうでな

く、白姿椀におされていたためと思 う。

お玉の森遺跡の時代 檜崎先生が県下の白

姿を調査 した折、お玉の森遺跡校庭用地内の

資料を見てもらった。その結果、生産地は東

濃窯が多 く、猿投窯 も少量あり、時期は終末

期の折戸53号窯期であるといわれた。田口先

生は東濃地方の資料を窯を中心に研究して、

第
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四時期に編年 している。光 ヶ丘 1号窯期→大原 2号窯期→虎漢山 1号窯期→丸石 2号窯期がそれで、第55

図の通 りである。その説明によると (滝呂向島窯跡発掘調査報告書より)、

「東濃における自姿窯は、二段階で四つの窯期にわけることができる。

長瀬山山麓に分布 している光 ヶ丘 1号窯跡、住吉 1号窯跡が最 も古 く、猿投窯黒笹89号窯期に比定され

ている。また、光 ヶ丘 1号窯跡からは、内面底部に陰刻文のある稜椀が採取され、住吉 1号窯跡では、白

姿に加え青姿を生産 してお り、緑釉の附着 した椀、三叉 トチ、などが採取されている。

次の時期の窯 として、華立山地東麓の大原 2号窯をあげることができる。光 ヶ丘 1号窯期では
｀
刷毛塗

り″による施釉が行われていたのに くらべ、大原 2号窯期ではすべて つ`けがけ
″ となり、省力化が進ん

でいる。椀などにはわずかに小形化の傾向も見 られるが、よく精製された細かい胎土で焼け締 り、灰白色

を呈 している。

この窯の東に一時期下る窯 として、虎漢山 1号窯跡をあげることができる。この窯の製品は、細かい胎

土からなる精製品であり、椀など大原 2号窯期 より若干大形化 している一方、一部器種に退化的傾向が見

られる他は大差な く、猿投窯折戸53号窯期に比定されている窯である。

次の時期の窯 として、虎漢山 2・ 3号窯跡をあげることができる。この窯期は、土岐市泉町丸石所在の

丸石 2号窯跡が標式 となってお り、製品の口縁部、高台などには、粗雑化 と退化現象があ り、全体的器種

については、画一化の傾向がみられる」 といわれていて、今 まで、折戸53号窯期に初まるといわれていた

東濃窯群が、一時期あがって、黒笹89号窯期にまであがることがわかった。

お玉の森遺跡の資料について、田口先生に実見 して指導をうけました。その結果、当遺跡の白姿は、そ

の生産地は美濃窯で、多治見市北部の上畑窯品に胎土が似ている。わずかに猿投窯のものもある。時期に

ついては、ほとんどが光 ヶ丘 1号窯期で、丸石 2号窯期は 1号住居址の段皿 と表採資料に、虎漢山 1号窯

期のは国道附近出土の椀に見られるだけである、といわれました。このことから、当住居址は東濃窯の中

では最 も古い時期のもので・あり、作 り直しても、窯期の上では変化のない時間内でのことであることがわ

かる。平安時代後期でも古い時期で、檜崎先生の編年によれば黒笹90号窯期で、1l C前半 となる。最近、

この編年 も lCか ら1.5C,も 古 くな るのではないか といわれてお り、もしそうであるとすると、 9C末か

ら10C前半 ということになる。このことは今後の研究にまちたい。一応10C後半から1l C前半位 と思 う。

10Cか ら1l Cの時代  白姿の年代から推定 して、お玉の森遺跡は10C後半から1l C前半 と考 えられる。

この頃は、中央では藤原氏の摂関政治の全盛から、地方の乱れが初 まり、武士が各地でおこり初めて くる。

こうした中で政治の権力は院政へ と移 りゆ く頃である。大宝律令によって整えられた律令制度 が くずれだ

して、各地では有力豪族や中央貴族、社寺が荘園を増加 していっている。また、在地農民 も豪農を中心に

開墾が進め られ高まりが見 られる。 とくに東 日本での農業の発展 と高まりは、豊かな農民をうみ、その上

に地方武士がのっかか り、政治力をつけてき、平将門の乱のような大きな反抗 もあらわれて くる。この東

日本の高まりが、白姿の購入となり、主要道である東山道によって、中部地方か ら北関東や東北方面へ と

搬出されていったものといわれている。こうして東へ とのびる時期に木曽はどうであったか、 8C前 半に

吉蘇路のことがでて くるが、この道が木曽を北上する道であったか、神坂峠をはさむ峠道の改修であった

かに論がわかれている。神坂峠では峠をこえて伊那へのお りる道が、谷にそって下る道 と、山腹をつたっ

て尾根にでて、それを下る道があって、後者には道のところどころから白姿を出土 してお り、時期的にも



日本の主な出来事

大宝律令ができる

平城京に都をうつす

墾田永年私財の法が定められる

平安京に都 をうつす

藤原良房が摂政 となる

藤原基経が関 白となる

この頃荘 園が広 ま り、武士がお こる

延喜式がで きる

平将門の乱

前九年の役

後三年の役

白河上皇が院政 を初め る

保元の乱

平治の乱

平清盛が大政大 臣 となる

源頼政 、源頼朝 、源義仲が兵 をあげ る

源義仲が京に入 る

″ 征夷大将軍 となる

〃 が源義経に うたれ る

平氏がほ ろぶ

源頼朝が征夷大将軍 とな り、鎌倉幕府 を開 く

第 5表 関係する年表

年  代

701

702

710

713

743

794

858

879

887

927

939

940

1051-62

1083´-87

1086

1155

1156

1159

1167

1180

1183

1184

1185

1186

1192

1298

木曽に関係すること

岐蘇山道の工事が初まる

吉蘇路開通

美濃、信 濃国の国境裁定 (県坂峯 とす る )

吉蘇、小吉蘇村は恵那郡絵上郷な り

恵那郡 (淡気、安岐、絵上、絵下、坂本、竹折 )

岐曽道使を停止する

源義賢が討たれ、義仲が木曽に逃れる

源義朝の御家人に木曽中大、弥中太の名あ り

木曽で義仲が兵をあげる

源義経の兵に木曽中次の名あ り

信濃国大吉祖庄の記録あ り

小技曽庄の記録あ り
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新 しいので、これが吉蘇路ではないか と思 う。そのもう一つの理由としては、二時期の遺物を出す遺跡が

木曽地方に全 くないこともあげられる。 9Cに 入って、木曽に吉蘇、ガヽ吉蘇村の 2村があったことは、こ

の時期に木曽へ再開発があったことを意味 し、美濃方面から上流へ と入ってきたためか、美濃国恵那郡に

入っている。当時の恵那郡は山地でやせ地が多く、農業面では不作の多い地方であった。そのため 8Cか

ら9Cに かけて税の免除の記事が何回も見 られる。また東山道の坂本駅の駅子が逃亡 した記事 も見 られる。

一方、木曽の遺跡を見ると、奈良時代から平安時代にかけての遺物はほとんど出土 していないが、白姿は

全郡の至るところから採集 されてお り、戦後になって開拓されたような山間の高冷台地にも見 られ、驚 く

べ き広が りを見せている。より奥へ と入った傾向がうかがわれる。これらの白姿が、檜崎先生の編年だと

1l C後半になり、吉蘇、ガヽ吉蘇村の成立 とあわな くなる。もし、これが最近いわれているように 1～ 1.5

Cも 古 くなるとするとちょうど一致する。10Cでの木曽の高まりが、地方豪族を生み、木曽義仲 を育てた

中原兼遠がそれである。中原氏の屋敷はお玉の森遺跡より南の、木曽福島町新開の上田にあったといわれ

る。木曽義イ中は日義村宮越に屋敷 をもつていたといわれる。義イ中の時期は12C後半なのでお玉の森遺跡の

白1姿 とは時期があわない。中原氏がこの地で勢力を伸ばす頃と考えられる。



とま

中学校用地内の平安時代住居 l■群についてまとめてみると

1。 その時代は平安時代の後期、10Cか ら1l Cに かけてである。

2.住 居址は大 。中 。ガヽ とあって、それが大を中心にし'て い くつか組みあわさって一単位 をつ くってい

る。その単位が房戸 と思 う。これらの房戸がたがいに関係
・
しあって分布 して集落をつ くっていた。

3.そ の広が りは、学校 を中心 とした台地の中央部であり、台地縁の山麓よりには縄文時代の集落があ
る。縄文時代は早期 。中期 。後期の土器が検出されている。

4.住 居 l■Lは 方形または長方形プランで、石組粘土カマ ドをもっている。これを基本 として、カマ ドの

位置、li_穴 の有無 と数などに変化があり、強い規制はなかったようである。

5.住 居址のカマ ドの破壊状況から見て、これらの家、すなわち集落は移転の際に人為で建物をこわし
ていったものである。

6.出 土白姿は東濃窯群で製作されたもので、その中で最 も古い光 ヶ丘 1号窯期のものであるという。
わずかに後続する時期のものもあるが、白姿の窯期が限定されていることは、この集落が継続 して

居住されなかったことを意味する。立地条件は当地方では恵まれているので、何等かの社会的条件

が集落廃絶においやったものと思 う。

7.出 土遺物か ら見て、当時の生業は多業であった。その主体は農業であったと考えられる。木曽川の

沖積地での米作 (水田 )、 遺跡のある台地での畑作、そして、木曽川での漁業、尻平沢川をあがっ

てガレ場で、または木曽河原での石工、集落内ではカジ屋 もいたことがわかる。鉄鏃の存在か ら武

士 もいたのだろうか。村をすてる時に道具 を持ち去ったために、あまり残っていないので、以上 し

かわか らない。当時、木曽谷の経済を支えていたものは農業だろうか。豊かな山林資源がある木材

はどうだったのだろうか。斧などが出土 していないので遺物からは判断できない。

8.当 遺跡の白姿・のしめる割合は県内のどの遺跡よりも大 きい。商品であった白姿の多量さは、この地
が当時美濃国絵上君|`に入って Vヽ たという結びつきもあるが、 より員諄入できるという糸蚤済的な面 もあ
ったと思 う。その経済力が何であったのだろうか、まだ明確にできない。

9.白 姿は貴重であったと思われ、欠損品や不充分な焼成のものもあって驚 く。また、ていねいにつか
ったのか、内面底部や高台端に使用ずれが激 しかった。

10.墨書 も数 多く見 られ、知的面 も相当に高かったことを示す。

当遺跡の調査 した資料をもとに、もっと追求 を深めなければいけないのだが、自分の力の至 らなさで、

今後に多 くのものを残 している。

先学の多くの文献を参考にしてもらったが、失礼だけど、その一覧は省略させてもらった。
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遺跡遠景 (西の山より)

遺跡遠景 (東の山より)
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優
昌
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l.i号住居址
2.1号住居址カマ ド

4.2号 住居址カマ ド

5.3号 住居址

6.3号住居址カマ ド



i.4号住居址

4.5号住居址カマ ド

2.4号住居 l」Lカマ ド

3.5号住居址

6.6号住居址カマ ド
5.6号住居l■



1.7号住居址

2.7号 住居址 カマ ド

3.6号住居址出土炭化米

6.調 査参加者

4.6号住居址床面にあるカヤ(ワラ?)



1.北東より見た8号住居址

2.石が点在する8号住居址

3.石 が残 るカマ ド
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4.埋土の状態

2.石がくずれたカマド

3.南隅の方形ピット



l.東南よりみた10号住居l■

2.ほ とんどこわされたカマド

3.皿の出土状態



].礫 でうめられていた‖号住居址

2.北 東よりみた‖号住居址



].北 東よりみた
12・ :6号住居址

2.西 よりみた
12016号住居址

3.煙道部の残る12号住居址カマ ド

4.

煙

道

ロ

5.16号住居址のカマ ド



1.北 西よりみたi3号住居址 (手前i4号住居址 )

くずされたカマド

4.墨書白盗出土状態

3.カ マ ドよ り出たフイロ



i。 東南よりみた14号住居址上面

2.14号住居址下面



1.北 東よりみた15号住居址

4.鉄鏃の出土状態

2.支 脚の残るカマ ド

3.カ マの出土状態

-87-

5.甕の出土状態



1.東南よりみた17号住居址

くずれおちた石組カマド

4.斜 めにほりこまれた柱穴



和村部落附近

(遺跡南側の水田地帯)



ロクロ整形

輪積整形

ヘ
ラ
切
り
底
部

(上の裏面 )



カナ くそ (表 )

フイゴのロ

カナクソ (裏 )



調 査 団 神村

田中
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山下 伊深
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上松中学校考古学クラブ
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